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要 旨  

本研究では、既存の博物館・美術館、文化財の基本的な概念走発を整理し、その定義を実際  

に検証するためにイタリアにおいて博物館等の見開を行った。その結果をふまえ、イタリアの博  

物館・美術館の現状の検討を行った。  

はじめに   

イタリアには仲界各国から多くの観光客が  

訪れる‖。観光客の目的の一つは非日常的な  

体験をすることといえる。その体験方法は、  

人によって異なるが、具体的には都市観光ヤ  

ショッビング、食中などが挙げられる。特に、  

イタリアの都市観光では、長い歴史や文化を  

実際に肌で感じるために、前代避跡や美術館・  

博物館を糾光の巨l的の一つとして訪れる人も  

少なくない。   

イタリアは古代から都市同家が成立したこ  

とに加え、キリスト教カトリックのお膝元と  

して、様々な建築物が建てられ、1仕界中から  

人や杏付による賞垂■冒Ⅰが集まってきた。その  

後、ルネサンス期を迎えると、様々な文化が  

花I井Jいた。また、この時代になると、ヨ三怖が  

教怖からの秋■、tを雅得するための即論構築や  

家系の血統王韮を維持するため、蒐集串潔が  

大々「机二行われ、宮廷コレクションとして㌍  

即された。このH廷コレクションがもととな  

り、フランスの啓蒙思想とイギリスの薙業革命  

が結びついた結果生まれたものが近代博物館  

であり、現代の博物館の起源となっている2）。   

したがって、イタリアには現在でもなお、  

有名な教会や古代遺跡、美術館、博物館が数  

多く存在する3）。また、美術品や古代建築の  

修復保存、文化財を利用した都市づくりに関  

しては世界的に有名である一）。しかし、遼跡  

や美術館・博物館の活動を見てみると、米・  

英・仏等の欧米諸伺のように趣向を凝らした  

活動を行っているわけではない。展示方法等  

を見ても、従来のものと変わらない。では、  

なぜ、イタリアの古代避跡や博物餌・美術館  

は多くの糾光客を魅了するのだろうか。   

幸運にも、私は2005年9月25日から10J14日  

までイタリア・ローマを訪問する機会を得た。  

滞在期l門Jが約1週l肌まどであり、ローマ小の  

博物館や美術餌、文化財をすべて見学するこ  

とは当然ながらできなかった。また、イタリ  

ア語がほとんどできないため、イタリアの状   
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Ⅲ．日出研究  

博物館とは、朴会とその発展に買撤するた  

め、人一門Jとその環境に関する物的資料を研究、  

教育及び楽しみの目的のために、取得、保護、  

伝達、展示する公開の非営利的常設機問であ  

る10）。  

2．イタリアの文化財行政の発達  

1）古代、16世紀：蒐集物・建造物の形成   

‾古代ローマでは、神殿、同郡館などの公共  

施設や道路や下水道などの都市的インフラが  

整備されているところを都市と言った。つま  

り、社会的・群済的・文化的・精神的に快適な  

日常生活が営まれるところである。そのよう  

な市民が集まる場所には、広場や公共施設な  

どのほか、そのときの当事者が吉や柿力の象  

徴するものとして現存する歴史的建造物の建  

築やモノの蒐集が行われた。日本語の歴史的  

建造物は英語のmonumentを訳したものであ  

る。mOnumentの語源はギT）シア語で「記憶・  

思い＝」を意味するmnemi0である。したがっ  

て、mOnumentとはその土地や人物の生きた  

証を示す記憶媒体であるため、永遠に残るこ  

とを前提に堅固に建てられた11）。したがって、  

時代が変わり、支配者が変わると破壊の標的  

となる12）。   

中泄においては、ローマ建築はキリスト教  

時代には異数の建造物を排除する目的として、  

または、新しい建造物を作る材料として貴禿  

な鉱物の採取や石切り場に利用されたために  

破壊され、後世にはものが抑承された1…）。  

その結果、‾古物の収焦は古代から行われてい  

たが、中桝後期になると、修道院や教会、三仁  

侠貴族が寄付や教会の柿威の象徴として収集  

するようになる。この当時の収集は目的を持  

たず雑多な収集であり、古代遺搾は尊敬の念  

とともに、排除すべき異教徒の遺産の物質酪  

奪的収集であった。しかし、ルネッサンス以  

後、ものの再利川ではなく、物の形象を作【守一  

の継承へと変化する。そのため、芸術家やパ  

トロンの‾－1「代文化への敬意を作品に1附）人れ  

批を詳しく把指することは難しい。しかし、  

あえて本論文では、イタリア・ローマの照史  

的な文化財が多い都心部の見学で受けた印象  

をもとに、イタリア河内の博物館等の諸政策  

から、イタリアにおける博物館の文化政策を  

検討したい。  

1．イタリアにおける博物館・美術館、   

文化財の定義  

1）「文化財」の定義   

イタリアの文化財保護法は1939年制定され  

た二つの法律、1939年6月1日法律節1089号（  

Legge sulla Tutela della Cose d，interesse  

Artisco e Storico：芸術的、歴史的価値を持  

つものの保護に関する法律；以下文化財保護  

法とする）と1939年6月29日法律1497号（Legge  

sulla Protezine delle Bellezze Naturali：  

自然美及び景観実の保護に関する法律；以下  

日然美保語法とする）である。後者の自然美  

保護法では、文化的・席史的・自然環境を国  

民の財躍として地域として保全することを規  

定している5）。前者の文化財保護法では文化  

財を「美術的歴史的考古学的または民族的な  

価価を有する不動産および動羅」6）として定  

発している。この法律により、歴史的建造物  

のみならず、歴史的都心部全体が文化財と規  

定されることもある7）。また、この法律のな  

かで使用されている保護の定義の重要性を、  

宗田は以下のように述べている。   

同法でいう「保護（tutela）」は、後述す  

るように現状変更等の行みから文化財を守る  

意味での「保護（protezione）」と、文化財の  

それまでの傷み、今後の老朽化に対して行う  

「修復（restauro）」の二つの内容からなって  

いる射。  

2）「博物館・美術飾」の定義   

博物飾・美術郎の定義はイタリア独lノtでは  

定められてはおらず、ICOM（International  

Comrnittee of Museums：FIit際博物飾会議）  

の以‾卜‾の定義を探川している9）。  
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イタリアにおける博物館の文化政幸削二間する一考察一口ーマ照史的都心部を中心として－  

阿王主や文化財等の修復等の要綱がまとめら  

れ、1909咋、文化財保言酎二関する法排が始め  

て制定され、文化財保護の制度化が進む。  

1912年には保護対象が拡大され、1938年、教  

育・科学・芸術に関する国民議会を設吊する。  

1939年、文化財保護法及び自然美保護法が制  

定される。その後、1948年、文化財保護を阿  

の役割として明確に示したイタリア共和国憲  

法が制定される。憲法9粂では国の役割を以  

下のように定めている18）。   

共和国は科学的及び技術的教養及び研究の  

発達を促進する。   

国民の歴史的及び芸術的風景及び財産を保  

護する19）。  

1939年の文化財保護法は単に歴史的建造物  

とその周辺の町並み保存の規定であった。ま  

た、自然口保誰法のいう自然美、票観美の対  

象となった所は国立公園の一部と歴史的建造  

物、遺跡周辺地域であり、自然票観の美を保  

護対象にする考え方に具体的に規制をできな  

かった訓）。  

4）1960年代、1990年：都市計画としての文   

化財保存  

1960年代に入り、文化財の保存は都市計何  

に取り入れられると同時に建物単体の保存で  

はなく歴史的都心部全体を対象とした保存に  

移行する。その始まりは1960年、建築・都市  

計両の専門家が歴史・芸術都市保存全国会講  

（ANCSA）を糾織し、「グッピオ憲章」を定  

めたことである。この憲章は始めて建物単体  

ではなく脛史的保存都心部全体を対象とする  

保存計画がヰ張された。その結果、60年代の  

都市計画法の改正により、歴史的建築物と建  

築群に規制がかけられたが、その規制は現実  

的ではなかった。しかし、1967年のr橋渡し  

法』で歴史的都心部鋸が定義され、1968咋  

ANCSAが歴史的‾rIi律i他の文化財を坤なる文  

化財保＃ではなく、地域の什1くとその什宅の  

問題として捉えるべきという躍起に什艮運鋤  

が応え、広がった。その結果、「社会的保存」  

られた文字や盲IJ銭、後には大河け丁やうーj瑚可の古  

代彫刻といった特定の物質の収集が行われる  

ようになる。しかし、古代遺物が数多く残っ  

ているローマで古代の作品の収集が行われる  

ようになったのは、教皇ニコラウス5世在位  

期の1447咋以降ヴェネチアから伝わったもの  

である。また、1471年にはローマで初めて美  

術館でコレクションの公開が行われた。その  

後美術飾は相次いで開館されるが、1帥【紀ま  

では一部の人たちによって利川された。18世  

紀、ナポレオンの侵略により古物の略奪が行  

われたことに加え、美術館は美術学生の教育  

をR的とした利用が行われるようになり、一  

般大衆の利用が行われるようになる15）。  

2）161世紀、イタリア建国まで；保存・修復   

の概念の形成   

歴史的道産をそのままの状態で保存・修復  

の概念が形成されたのは151世紀であったが19  

世紀後半になっても専門家に限られた問題で  

あった。そのため、古い美術●冒－を修復後、国  

外に持ち出されることも多かった。したがっ  

て、イタリアの文化財保存制度は美術品の流  

出を防ぐ制度から始まる16）。   

イベリア半島から発掘・美術品の持ち出し  

を禁止した最初の法律は1745年のマリア・テ  

レジアによる勅令である。この勅令は1818年  

の帝国議会による法律に受け群がれた。この  

法律では発掘品をすべて帝国及び蔦帝のもの  

とし、芸術品、古代遺物の輸出禁止を定めた。  

その後、1760年にはパルマ公阿、1857年には  

モデナ公阿で同様の勅令が＝され、1854年ト  

スカーナ大公匡働令では芸術品の公共性の概  

念が現れる。1820年4月7口の教皇ピウス7世  

による勅令は埋蔵物を含む歴史的遺産を教会  

に属するという阿石の概念が現れた】7）。  

3）イタリア統一後、1960年：文化財保誰の   

法令化   

イタリアの文化財保護の政策は1861年のイ  

タリア統一・後から行われる。1862咋、国王に  

より「美術評議会」が設．立される。その後、  
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□．∩山研究  

世界の文化財保護行政の先端であった恭）。し  

かし、1996年以降、lい道左派政株誕生により、  

文化政策が変化している。その内容は、文化  

財は文化資源として稗済的に活用するもので  

ある。その結果、現在の文化所動・環境省  

（1999年に文化活動環境省に改編）は、文化  

道産の保護・修復に加え、現代の文化活動も  

支援する政策を展開している。具体的には、  

使われていない建築物の文化施設に再利用、  

文化財に関する為り＝】家養成、レジャー・教育  

への文化財の利用を促している。その一方、  

地方分杵化や国立博物館等の独立行政化、ボ  

ランティアの導入および文化財の販売を進め  

ている迷）。  

（む地方行政   

地方行政は文化財を単なる文化財の保存で  

はなく、都市の保存の一部分として歴史的建  

造物を保存することとする都市計画の中に組  

み込んで文化財を保存している。イタリアは  

歴史的に地方分椎が共本である。特に、都市  

政策については地方分椎が進んでおり、都市  

計画基準は地方の状況に合わせて制定できる。  

しかし、計何のない都市開発は公共事業省の  

許可はおりない。そのため、歴史的都心部に  

は住宅の現状の高さや客郡を変更することは  

できない，広告規制など、厳しい規制処置が  

取られている椚。その一方、歴史的都心部以  

外の既成市街地は、広苫や外装など様々な規  

制がかけられているが周辺建築物に合わせた  

住居のある程度の変更を可能とし、住民の理  

解が得られるようになっている卯。また、地  

方の行政当局は20年以上にわたり毎週のよう  

にワークショップを行い、住民との許し合い  

によって住民の理研を得る努力をしている郵。  

6）博物館・美術館政策の現状   

「1995年統L汁廿こl川二よれば、イタリア全国  

の博物館・美術鮒数は3，790飾である。そのう  

ち、設置さi三体別では市立博物鈍・美術館1，630  

飾で最も多く（43．0％）、次いで宗教粍l札所屈  

の博物館・芙術餅635飾（16．8％）となっている。  

と呼ばれる都心部の建築様式を最大限維持手  

法がとられるようになる。この手法は住民の  

耶らしの維持・改善を優先とし、町の文化・歴  

史を‾市民とともに生活の中で継承しようとす  

る思想であった。その後、社会的保存が岡難  

な場合として「総合的保存」が用いられるよ  

うになった。この手法は用途の変更をある程  

度認め、都心部の析性化を目指すものとなっ  

た。つまり、単に建築学的に都心の歴史が保  

存されるのではなく、文化財の活用に禿点が  

開かれるようになった。その結果、国家が主  

要な文化財を、地方政府が住民との連携しな  

がらマイナー建築物を修復、保護を行うよう  

になる。特に、ローマ市の場合、この当時、  

住宅の老朽化や過疎化が広がり、郡市の活性  

化が重要な問題であった。そのため、1962年  

に Fローマ都市計画のための保護法』を制定  

する。1967年のr橋渡し法jの歴史的都心部  

の中にローマ市の大半が含まれたため、維持  

㌍坪のための修復と設備の更新しかできなかっ  

た。また、古い家屋形態を修復できる職人や  

技術が消滅していた。したがって、ローマ市  

は様々な分野の専門家により「修復マニュア  

ル』が作成され、歴史的建築物の修復や再建  

の手引きとされた。その結果、1970年、歴史  

的都心部の詳椰な区分や広告規制に関わる条  

例が制定された。この条例により、歴史的都  

心部の維持と活用という考え方が一般化し、  

住民も市内活性化のために協力したか）。  

5）1990年、現状   

＿卜述したように、国家的な文化財政策と地  

プノ政府の政策が異なるので、ここでは再伸に  

取り＿上げる。  

（∋同家政策  

1975年以降、イタリアの文化政策には複数  

の三i二要‘l！汁‡こが関わっている劉。このうち、イ  

タリアの文化遺搾行政をlトL、に担っていた名  

付は、1嗣ヶI：公教育省の‾－If文化財美術J．∂カ、ら井  

桁した文化財環境省である抑。文化財環境省  

の役Ilは膨大な文化遺搾の保存と修復であり、  
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イタリアにおける博物館の文化政策に関する一考察一口ーマ歴史的都心部を中心として－  

全博物飾の内、72．8％の博物館は一般公開さ  

れており、27．2％の博物館・美術館は修復二1二  

郎、職員不足、安全確保ができないなどとい  

う理由から閉館している。また、博物館・美  

術館の建物時代区分は20世紀の博物館・美術  

館が1，142郎（30．1％）で最も多く、時代をさ  

かのほるにつれて少なくなる刀I。   

博物餌・美術飾に関する規則は文化財保語  

法によって博物館・美術館の建物及び収蔵物  

は国家の監督下にあることが定められている。  

また、博物館の運営は文化環境財省の環境、  

建築、遺跡、美術、歴史財中央監督が行って  

おり、博物館■美術館には杵限がなかった。  

しかし、1993年に国立博物館・美術館改苅法  

512が制定された。その内容は、入館者のた  

めのサービス施設の設問、民間団体の利用や  

開館時間の延長や入館料等についてである31）。  

その結果、いくつかの国立博物館・美術館が  

開館時間延長や入館料についての改善したと  

ころ、入館者が増加した盟）。また、国立博物  

館・美術館の運営上の独立件や国と民間との  

有利な協力関係を認めている。さらには、法  

律4／93節2粂は余剰職員の異動を認可し、同  

法節3粂では博物館。美術館内での教育部門・  

警備部門へのボランティア導入を認めている。  

また、国立博物館・美術飾職員は専門知識研  

修の受講は認可されているが、管理養成コー  

スは存在しない刀）。  

3．イタリアにおける文化財、博物館・   

美術館の印象  

1）文化財、博物館・美術館ごとの印象封・錮）   

実際に館内に足を運んだ博物館・美術館、  

文化財は、以‾Fの通りである。  

（Dサンタンジュロ城（阿立作物鮒）  

・入館料：人人7ユーロ制、EU圏内の学割石  

・l甘酢l†引用：9：00、19：00   

BC139咋にローマ＿l：㌧柿ハドリアヌスがILl分  

の‘J渦jとして建設し、後にローマ法王の非難  

場所、要塞、牢獄として利川された廷物を利  

用した博物館である。飾内は解説横材貸し目  

しや英語・イタリア語のガイドツアー、4ケ  

同語のパンフレットが用悪されており、外国  

人の受け入れ態勢は整備されている。また、  

城に関する展示に加え、市民の現代美術の展  

示や「トスカ」最終場而の実演場所に利用さ  

れるなど、地域住民に対する配慮が窺える。   

見学当時、城壁の補修工事が行われていた。  

そのため、城の外通路には工事の足場が親ま  

れており、外喋を下から見上げることは見え  

なかった。また、工事の足場を城や通路の石  

：円：に面接国定するので、城嘩や石黒に同定の  

あとが残り、無残であった。  

（Dサンタンジュロ橋   

口ーマ郊外からサンタンジュロ城に続くテ  

ヴュレ川にかかる幅広いきれいな橋である。  

橋干には天使像が並び、郊外から市街地に来  

る人を見守っているように見えた。サンビュ  

トロ寺院で行われるミサの前後はとても賑や  

かになり、日常的に市民が訪れるところであ  

る。  

③コロンナ宮殿（コロンナ美術館；私立美術館）  

・入館料：大人9ユーロ、学生7ユーロ   

その他様々な割引有り。  

・開館時間：土曜日のみ10：00、13：00  

・写真撮影付加。   

宮殿の一部を土曜日のみ開放する個人美術  

館（Galユerio）である。入り口は大通りに而し  

ていない上に、とても′トさいので見つけるの  

に苦労した。 しかし、LPは広く、保存状態や  

管群が行きノーi；いていた。絵画のほか、当時の  

生酒様式がわかるように展示され、罷・質と  

もに見ごたえがあった。特に、この宮殿に設  

間されているトイレの外壁は周闘の嘩と見事  

に同調しており、展示の小に違和感の無い存  

在である。  

④コンセルヴアートーリ宮（私立美術館）  

・入館料：6．20ユーロ 学制：4．20ユーロ  

・開館時lぎり：9：00、20：00   

コンセルヴアートーリ宮l加二設問されてい  
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る美術館は、かつてのコンセルヴアートーリ  

美術飾である。現在は世界最古のカピトリー  

ニ美術館の一部として公開されている。美術  

館ではローマ建阿神話を描いたブロンズ像や  

フレスコ何を展示公開している。入館の際に  

は厳しいセキュリティー・チェックが行われ  

る。ミュージアムに入館しなくともミュージ  

アム・ショップに入店でき、品揃えも豊吉で  

あった。   

宮殿内はささ1時の而影を残しており、一室の  

ベランダからはフォロ・ロマーノやコロツセ  

オが一望でき、当時の柿力者の権威の強さが  

偲ばれた。  

（むカンピドーリオ広場   

AD509年にジュビター神殿が建設されて  

以来、神聖な場所されていたカピトリーニの  

丘の上に存在する。現在はローマ市庁舎、カ  

ピトリーニ美術館、コンセルヴアートーリ常  

に閉まれている。広場にある像はミケランジェ  

ロが設計した。場の雰囲気を壊すものがなく、  

幾何学楷様の床のためかすっきりとしていた  

広場である。古代から神聖な場所であったた  

めか、威厳と風格に満ちた空間だった。  

（釘パンテオン  

・開館時閃：8：30、19：30  

・入館料：無料   

現代のパンテオンはローマ皇帝ハドリアヌ  

スがBCl18年に再建した神殿で、現存する古  

代ローマ建築の中で最も完全な形を残してい  

る石造りとしては最大の避跡である。外は以  

外にもあっさりとしているが、中は趣向が凝  

らされていた。天窓による採光なのであまり  

明るくはない。また、入りⅠ二lにガイド機器を  

貸し目すところとショーケースが展示されて  

いるが、「lりこはいくつかの表示しかされてい  

なかった。照に描かれている絵や床を単体で  

見るよりも空問のありノブに圧倒された。  

⑦ヴァチカン美術飾（阿立博物館・美術館）：叫  

・入館料：大人12ユーロ、学制 8ユーロ  

・問飾噂刊：8：45、16：45  

・システイーナ礼拝党を除き写i●摘壬去卵J。   

キリスト教カトリックの総本山であるヴァ  

チカン市岡にある世舛有数の宗教博物館であ  

り、博物館の起源的形態を残している。ヴァ  

チカン博物館という呼び方は、照代教皇コレ  

クションの各美術館の総称である。世界中の  

観光客がコレクションを目当て集まり、連日、  

開館前から長蛇の列である。館内では、各主  

要国言語による展示解説機器の貸し出しやガ  

イドツアーのほか、時間別サンプルコースが  

設定されている。また、身体障害者用の順路  

も設定されている。コレクションの揖や質、  

保存修復管群が行き届いており、キリスト教  

カトリックの世界的な権力の大きさが群解で  

きる。  

⑧サン・ビュトロ寺院  

・開館時間：800、18：00   

日曜に入るときのみセキュリティー・チェッ  

クがあり、敬慶なクリスチャンがお祈りに来  

ている。相当数の市民信者が出席していたが  

案内ボードにはイタリア語・英語のほか5ケ  

国語の表記があり、世界各国から信者が来て  

いることがわかる。衛兵の服装は中世当時の  

ままであるが使用している機械は現代化して  

いた。また、体の不自由な信者のための対策  

が採られている。荘厳なつくりの寺院のとも  

に信者のお祈りの芳田気は一種独特であった。  

（9サン・ビュトロ広場  

・平口：入退場「1由、ミサが行われる日曜は   

入場制限あり。   

平日は、観光客のみならず、市民にとって  

も憩いの場所となっていた。Il暇はサン・ビ  

ュトロ寺院へ入場する人々が行列し、セキュ  

リティー・チェックも行われる。周閃はサン・  

ビュトロ寺院への通路に閉まれてはいるが、  

とても広いので開放感があふれていた。  

以上に加え、ヴイソトリオ・エマヌエーレ2  

世記念堂、 ローマ支け製の遺跡群、コロッセ  

オ、フォロ・ロマーノ、ナヴオーナ広場等の  

文化財を外糾した。  
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2）博物館・美術鮒の総合的な印象   

訪問した博物館・美術館では、現在日本lに】  

内外で頻繁に取り入れられているハンズ・オ  

ン等の体験型展示や子どもに焦点せ当てた展  

示手法は取られてはいなかった。つまり、従  

来型の博物館で行われている、観るための展  

示である。また、採光は基本的に自然光であ  

り、ショーケースを使用した展示は比較的少  

なかったようだ。これらの博物館に共通して  

いることは、「展示している資料を」だけで  

はなく、「その当時の生活の一部を観せる」  

ことを意識しているように感じた。  

4．考 察   

イタリアの文化行政の中心は、文化財及び  

文化遺耗であり、その延長上に博物館・美術  

館が存在する。このことは、共和国憲法第9  

条で文化・歴史・自然・景観・環境を国民の共  

有財産としその保全は同家事業の最優先事項  

であることに由来する郵。また、イタリアで  

は、行政側と住民が許しあいながら、自分通  

が住みたい町になるように文化財を保存して  

きた。特に、ローマの場合、住民の珊解があっ  

たからこそ、町並みの統一規制が存続し、都  

市保存として、地域の文化財を総合的に保存  

することが可能となっている。しかし、地域  

の社会的・文化的に関係して存在している文  

化財がやむをえない理由でその場所に存在さ  

せることができなくなったとき、文化財は博  

物館や美術館に保㌍されこととなるといえよ  

う岬） 。また、これらを保存する博物館・美術  

館も現在利用されていない建物を利用するこ  

とにより、生活の息吹が少なからず残されて  

いるといえよう。   

また、イタリア人にとって広場等の戸外に  

いることは［闇丑∬を送るために重要である  

という…。特に、広場はトリノオリンピック  

のメダルの形に採川されたほど現代のイタリ  

ア人にとって欠かすことのできない生活の場  

である一ご）。IlT代においては政治や咋活の場所  

として町の中心に広場が存在した一3）。つまり、  

広場の周りには都市国家に必要なものすべて  

が整備されているといえよう。したがって、  

汁常的に広場から博物館の建物の眺めること  

で何かを感じとっているのかもしれない。な  

ぜなら、建物自体が歴史的建物を利用した博  

物館が数多い上に、展示室の窓を開けている  

ところや、カーテンが引かれていない展示室  

も少なくないからである。また、博物館内の  

コレクションは保存の観点から考えると、コ  

レクションに日光を照射等の環境変化が激し  

い案内には市接展示せず、遮光したり、展示  

ケースに入れたりするべきである。しかし、  

コレクションを文化財建築と同様にみなし、  

自然光のまま、できるだけ日常に近い環境で  

展示することにより、本来のコレクションの  

息吹を感じることができる。   

したがって、博物館活動だけに注目すると、  

入館料は安くはない上に、従来型の見せる展  

示であり、教育活動内容もガイドツアー程度  

のため、あまり博物館活動が活発であるとは  

いえない。しかし、イタリア人（ローマ市民）  

は日常生活の至る所で文化を感じ、群解して  

いると考えているから、博物館の教育活動は  

撮低限の活動で十分であるとみなし、博物館  

教育活動が活発にならないのかもしれない。  

もしくは、文化財が日常的にありすぎて博物  

館教育の禿要件に気がつかなかったのかもし  

れない。  

ぁわりに   

現イl三、文化活動環境省では、財政再建のた  

め、様々な文化事業を民間に払い下げたり、  

文化財や博物純・美術館の利mの促進を進め  

たりと多様な政策を展開している。具体的に  

は、前述のように、国立博物館の開館時問延  

長、文化財修役の民l甘委託などがあげられる。  

特に、昨今では、文化活動環境省が「売却可  

能なl‾中仙財揮リスト」を製作し、遺糀の売却  

を進めている。この売却される国有財瀦を選  
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択するのは首相と群済財務省であり、文化省  

や環境省も関与していない。売却されない阿  

イi●財粍（文化財）は特別な価仰があるものと  

されているが、その価仲基準はあいまいであ  

るという叫。   

遺産が法的に文化財になるためには、市民  

の意識的価仰の認識が行われて文化道産とさ  

れた後、行政や知識人の行政手続による制度  

的価仰が認識される過程を経て法定文化財と  

なる。その認識される要素としてその時代の  

政治的、文化的、社会的、経済的坪由による  

影響は大きい瑚。しかし、法定化された文化  

財の修復事業は、同や州の文化財行政の修復  

事業と都心部で行われる民間の修復工事は異  

なるという咄）。   

したがって、これら文化財を民間に払い下  

げることは、文化財の地域からの燕離を引き  

起こすだけではなく、共和国憲法や文化財保  

誰法で言う公共性もあいまいとなってくるで  

あろう。イタリアの文化財は歴史的都市とし  

て建造物のみならず、建造物がある地域全体  

を保存し、日常生満と文化財が共存して存在  

することにモ義があり、公共性をも見出して  

いる。今後、イタリアで博物館や美術館、文  

化財を公共のものとしてどのように守るのか、  

大きな解けをしているといえよう。  

注記・引用文献  

1）一世界統計白帯（2006年度版）によると、2003  

年にイタリアを訪れた外国人旅行者は  

3，960万人（世界節4位）である。このうち、  

口本人は61万1500人である。（参考文献：  

木本二il宇店・編集部（編）「叩界統計白帯   

（2006年度版）』木本帯店、2006、   

pp．476、480）  

2ト松宮秀治「ミュージアムの思想』梢興社  

2003、pp．249－268  

3）「1995年度統計付帯」によると博物飾・美術   

飾、文化財等の敬は以一卜のとおりである。  

国立仲物餌・美術飾  492鮒  

公立仲物館・美術飾  1，78用7  

大学所用博物館・美術飾  221解  

その他公共機関博物館・美術館 150館  

宗教機関所属博物館・美術館  511館  

民間博物館・美術館  

古代遺跡  

教 会  

修道院  

図書館  

歴史資料館  

歴史的宮殿  

庭 園  

歴史的な城や安来  

633館   

2，099ケ所   

95，000ケ所   

1，500ケ所  

3，100館  

約30，000ケ所  

約30，000ケ所  

約40，000ケ所  

約40，000ケ所   

照史的建造物が存在する都市空間  

的20，000ケ所   

（参考資料：軍司寮則「第6帝 イタリアの   

文化行政と国立博物館・美術館に関する   

調奈」「文化による国際貢献に関する調   

査報告書j（シー・デイー・アイ）1999、   

pp．225－226）   

ローマ市内に限定しても、歴史的市街地   

は約3700ha、国による指定を受けた文   

化財建造物が約400、古い歴史的建造物   

が大雑把に敢えて約4000あるという。   

（参考資料：郡市環境デザイン会読関所   

ブロック、都市環境デザインセミナー   

2004年第4同記録イタリアの都市デザイ   

ンと商業調整   

http：／／www．gakugei－pub．jp／judi／   

semina／sOOO4／2005年11月15日現在）   

また、2005年7月現在、世界道産リスト   

に登録されたイタリアの文化遺産及び自   

然遣席は、両者合わせて40作所有し、全   

1北界の約4．9％を保有している。   

（UNESCU“World Heritage－Italy”   

http：／／whc．unesco．org／en／   

statesparties／it2006咋1）］13日現在）  

4）文化財に一丈ける文献では、シルヴイア・   

クラヴユーロ「イタリアにおける文化財   

のF√iた術的修復』から保存苧一過程につ   

いての一考察－」F什I二り文化財』No．462、   

2002、pp．26－31、塚「rl仝彦「保存料学者   

の役割と科学者たちの文化財保存への寄   

与」F博物館研究』2004、pp．20－22など   
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14）石井元帝「イタリア文化財行政」「壬さ術J  

Vol．23、2000、p．107  

15）同上、pp．107－121  

16）前掲吾（5）、pp．83－86  

17）同上、pp．87－89  

18）前掲吾（14）、p．113  

19）風間鶴市「イタリア共和国憲法」r大阪   

辟大論集』Vol．6、1953p．95  

20）前掲吾（5）、p朋  

21）宗田によると、橋渡し法では、土地利用  

規定の最も厳しいAゾーン、最も緩いF  

ゾーンにゾーン分けをした。歴史的都心  

部とは最も土地利用規制が厳しい r歴史  

的、芸術的価偶のある地区j を指すとい  

う。その定義は「（D1860年以前の建造物  

が過半数を占める街区で，必ずしも芸術  

的価値をもつ建造物がない場合を含む，  

②街を圃む城壁内側で，全体的にあるい  

は部分的に保存状態がよいもの，また、城  

壁外でも①の条件を満たす街区，③1860  

年以降に形成された街区でもその特徴が  

優れたもの，という3要件の内一つを満た   

すj としている（pp．37－39）。  

22）同上、PP．59－67＆pp．105－109  

23）「文化による国際貢献に関する調禿研究  

報告詔j によると、1995年度現在では、  

イタリアの文化財に関係する主要官庁は  

以下のとおりである。  

・文化環境省（考古学、美術館、博物飾、  

岡澤館、古文帯解）  

・公共串業省（歴史聞モニュメントの修複）  

・内務省（文化遺耗の管理、宗教建築物の  

維持、著作棟）  

・文部省（教育、文化交流）  

・大臣会議（文化の促進、放送、出版）  

（参考督料：軍司泰則「弟6草イタリアの文化  

行政と国立博物館・美術館に関する調査」  

r文化による国際賞圃にl廷Iする調査報苫  
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